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resident memory T 細胞を解析したものである。その要旨は以下のとおりである。 
 
（目的） 




ントメモリーT 細胞 TRMが関連する可能性がある。 著者はこの様な TRM研究進展の中、本研究で皮膚





の加齢変化に関しては、皮膚 T 細胞を含む組織 T 細胞の観点からは全く検討されていないという問題が
あることを指摘している。組織は血中とは異なる固有の T 細胞叢を有することが示されており、皮膚 T
細胞の加齢変化を単純に血中 T 細胞の変化を当てはめて推測できないことは容易に推察されるため、著
者は皮膚 T 細胞の加齢変化を直接皮膚 T 細胞の観点から検討することを目的として、密度、多様性、表
現型、抗原応答能について血中 T 細胞と比較して評価した。 
 
（対象と方法）  
 対象として、筑波大学附属病院皮膚科を受診した症例から円形脱毛症患者生検皮膚 17 例、全身性強
皮症患者生検皮膚 8例、皮膚良性腫瘍切除術・植皮術を行った患者の余剰正常皮膚 56例、血液 41例を
-２ 
回収した。著者が共同研究を行っているカロリンスカ研究所皮膚科より、健常人で皮膚良性腫瘍切除術
を行った患者の植皮片 25例、血液 15 例についても解析した。 
方法として著者は、T 細胞の数について免疫組織学的に検討し、表面抗原、サイトカイン産生能につ





T 細胞数 血中 T 細胞数に有意な差はみられなかったが、免疫組織学的検討で皮膚 T 細胞数は表皮にお
いて加齢により有意に増加した。 
皮膚 TRM 皮膚より単離した T 細胞分画の加齢変化を flow cytometry で比較検討したところ、CD8 T









T 細胞の抗原応答機能 著者は T 細胞の抗原特異的応答を解析する目的で、血液単核球、短期培養した
皮膚 T 細胞と加熱処理した黄色ブドウ球菌やカンジダと共培養した。1 週後に増殖細胞の割合や炎症性
サイトカインを産生する細胞の割合を flow cytometry にて検討したところ、血中・皮膚ともに抗原刺激
による T 細胞増殖能の加齢による変化はみられなかったが、血中 T 細胞では CD4 T 細胞中の IFNγ、




今回、著者は皮膚 T 細胞が加齢により減少せず、むしろ表皮では増加し、表皮に留まり続ける TRM、
特に CD49a 陽性 CD8 TRM の分画の割合が増加することが明らかにした。非特異的な反応では、皮膚で
CD8 T細胞がTc17からTc1へ機能的にシフトしていることが示唆された。CD49a陽性CD8 TRMは IFN
γ産生能が高いという既存の報告とも合致し、高齢者では長年の抗原応答により強いエフェクター機能
を持つ抗原特異的な CD8 TRM が蓄積されることを推測している。 
著者は本研究における、加齢に伴い、表皮 T 細胞数が増加すること、サイトカイン産生能や抗原応
答能が保たれること、皮膚 T 細胞受容体レパトアの多様性が維持されること、皮膚における共通クロー
ンが増えること、表皮に多く分布する CD8 TRM の割合が増加すること、という結果を総合すると、T
細胞が皮膚、特に表皮に移行した後、同部位で血中 T 細胞より長期に生存すると推測され、皮膚 T 細胞
には血中 T 細胞とは大きく異なる機能保持機構があると推察されるとした。 
  
（結論）  





 自己免疫性疾患を含め様々な疾患の皮膚病態、皮膚疾患の病因におけるヒト皮膚 T 細胞の関与の研究
が進む中、著者は、強皮症、円形脱毛症に注目し、皮膚 T 細胞特にレジデントメモリー細胞を解析、そ
の特徴を発見し、疾患治療の標的、方向性を示された点は非常に意義深い。また血中 T 細胞との比較か
らヒト皮膚 T 細胞の動態の特徴から老化に伴う洞察を加えた点は、今後の皮膚 TRM 研究に貢献すると
考える。 
-３ 
令和 2 年 1 月 14 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
